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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原燃料を改質触媒で改質することにより、固体酸化物形燃料電池の燃料として用いられ
る改質ガスを生成する改質器を備える改質器システムであって、
　前記改質触媒に前記原燃料を導入する原燃料導入手段と、
　前記改質触媒に水を導入する水導入手段と、
　前記改質触媒の温度を検出する温度検出手段と、
　前記燃料電池での発電を停止する際に、前記原燃料導入手段に対して前記原燃料の導入
量を減少させ、前記温度検出手段によって検出される温度が未改質ガス発生温度に降下す
る前に、前記水導入手段に対して前記改質触媒への送水量を制御することにより前記改質
触媒の温度を上昇させる制御手段と、を備えることを特徴とする改質器システム。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記原燃料導入手段によって導入される前記原燃料の導入量の減少に
応じて、前記水導入手段に対して前記改質触媒への送水量を変化させることを特徴とする
請求項１記載の改質器システム。
【請求項３】
　原燃料を改質触媒で改質することにより改質ガスを生成する改質器と、前記改質ガスを
燃料として用いる固体酸化物形燃料電池と、を備える燃料電池システムであって、
　前記改質触媒に前記原燃料を導入する原燃料導入手段と、
　前記改質触媒に水を導入する水導入手段と、
　前記改質触媒の温度を検出する温度検出手段と、
　前記燃料電池での発電を停止する際に、前記原燃料導入手段に対して前記原燃料の導入
量を減少させ、前記温度検出手段によって検出される温度が未改質ガス発生温度に降下す
る前に、前記水導入手段に対して前記改質触媒への送水量を制御することにより前記改質
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触媒の温度を上昇させる制御手段と、を備えることを特徴とする燃料電池システム。
【請求項４】
　原燃料を改質触媒で改質することにより改質ガスを生成する改質器と、前記改質ガスを
燃料として用いる固体酸化物形燃料電池と、を備える燃料電池システムの運転方法であっ
て、
　前記燃料電池での発電を停止する際に、前記改質触媒への前記原燃料の導入量を減少さ
せ、前記改質触媒の温度が未改質ガス発生温度に降下する前に、前記水導入手段に対して
前記改質触媒への送水量を制御することにより前記改質触媒の温度を上昇させる制御ステ
ップと、を備えることを特徴とする燃料電池システムの運転方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図３に示されるように、まず、制御装置８によってホットスタンバイ命令が出され（ス
テップＳ２１）、燃料電池３からの電流掃引が停止させられる（ステップＳ２２）。つま
り、制御装置８によって燃料電池３が制御され、燃料電池３での発電が停止させられる。
続いて、制御装置８によって原燃料導入装置４及び水導入装置５が制御され、改質触媒２
ａへの原燃料の導入量が減少させられると共に、改質触媒２ａへの水蒸気の導入量が調整
させられる（ステップＳ２３）。多くの場合、水蒸気の導入量は原燃料の導入量に応じて
減少されるが、場合によっては、例えば水蒸気過多の状態で運転されていた場合には、ス
テップＳ２３において、水蒸気の導入量は原燃料の導入量に応じて増加される。なお、本
実施形態では、原燃料の導入量に対する水蒸気の導入量の微調整を行うステップＳ２５，
２７を有しているので、ステップＳ２３においては、水蒸気の導入量は水蒸気過多の状態
となるように祖調整される。このようにして、原燃料及び水蒸気の導入量が所定の量だけ
減少（又は増加）させられる。
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